２　青柳山安楽寺（東本願寺派）宇野村
○創立以前の沿革

安楽寺創立以前の
　順序として、まずこの地に真宗が導入された一般事情から安楽寺史を述べてみる。浅津村郷土史・東伯郡社
沿革　　　　　　　　寺案内・香宝寺縁起を総合してみれば、もと香宝寺創立に至るまでに上杉兵部大輔というものがあり、「その主羽衣石南條敗軍に伴い、この地に来り剃髪して菩薩寺松風山慶相寺に入り、天台の僧徒となった。」というから、多分明徳・嘉吉・応仁の乱のいずれかに敗戦したものであろう。しかし、どの敗戦かははっきりわからない。この兵部大輔が発心後或る年、伊勢大神宮へ参詣しようとして、山科においてはからずも本願寺八代蓮如の教化をうけ、天台から浄土真宗に転信し「廓堂」の法名を授けられた。EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(うい),有為)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(てんぺん),転変)の甚だしかった乱世の時代に生き残った兵部大輔としてみれば、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(げんぜ),現世)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(えど),穢土)を捨てひたすらEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(おんり),遠離)、穢土浄土欣求の法楽にEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(とんご),頓悟)するのもはやかった。「悪人もて往生をとぐ」の正機にふれたわけである。それから蓮如寂後６年、後柏原天皇永正元年（１５０４）甲子伯耆に帰り、ここに草庵をいとなみ蓮如自筆の６字の名号を本尊として念仏弘通をはかった。これが機縁で、地方の真宗に帰依し改宗する旧寺もあったようで、現在南谷山根友三郎方に保存している６字名号古軸、松岡貞信方に保存している名号軸などに散見する。こうして上杉兵部大輔は、天文１４年（１５４５）乙

池田新左衛門軌長
巳２月１６日入寂、其後数十年弟子同行等名号を大切に護持しておるところへ、池田清次郎EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(みち),軌)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(つね),常)と其子新左衛
によって門徒宗派
門尉EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(みち),軌)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(なが),長)というものが、これまた敗戦して布河（今の光吉）に隠遁して来た。（註・多分大阪陣の西方落武者か
が発生
）父の軌常はまもなく歿し、其の１子新左衛門尉EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(みち),軌)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(なが),長)は浅津村民が草庵創立者廓堂の遺徳を信仰するのを深く讃歎し、ついに発心して、祐尊と称し廓堂の遺庵を再興し、大いに念仏興隆に精進して多くの弟子を得たという。ここに東伯耆国に門徒宗派の一団が発生する基礎が築かれたことになる。しかし、このころはまだ真宗寺院としてではなく念仏同行の集会所であり、説教所いわゆる講として永続維持されたもので、寺方檀家の区別はなかったのである。その事情は、笠原一男氏の飛弾の真宗一揆（同氏「革命の宗教」）にも詳説されており、飛弾では庄屋の宅が集会所であった。
祐尊(軌長)によっ
　祐尊によって薫陶を受けた弟子は、各々宇谷・宇野・松崎・金市に出張所を設けて盛んに宗勢を張った。こ
て香宝寺を開く
れが香宝寺の第２世であった。宝暦年間に各独立して、乗蓮寺・安楽寺・法林寺・真光寺となったという。つ
祐尊の法兄弟によっ
まり、ここに香宝寺から分かれた法兄弟の寺が生れたわけであるが、最初は僧俗の区別ない同行説教聴聞や、
て安楽寺も開かる
読経讃歎の中で法悦にひたっていた講そのものであろう。しかし他の地方では、敗戦の武士や気骨のある同行庄屋や浪人の指導によって、農民一揆にまで爆発したところもある。この羽合地方ではこの方にかけては、元文一揆と文久の長瀬一揆のほかはすこぶる平穏であったようである。以来香宝寺は２０世４５０年ばかり続いている。

　以上で香宝寺をはじめ安楽寺発祥の歴史的系譜を述べたが、終わりに１つ意見を申し添えておきたいことが

池田新左衛門軌長
ある。それは、彼の池田新左衛門尉軌長なるものの素性のことである。池田を名乗るからには、岡山及び鳥取

素性
藩に縁故のある武士池田軌常の子のようでもあるが、それほどの大物とも思えない。やはり浪人であり法号を祐尊と名乗って、祐又は尊の字を自ら選んだところをみると、天台宗であった一ノ宮倭文神社の神宮寺の僧兵系統のものであったような感じがする。浪人をひろく募集した大阪陣に参加した僧兵の父子か、または羽衣石の慶相寺（景宗寺）の寺侍かで、天台宗味のある「祐尊」という法名を思いついたのではなかろうか、一宮経筒に延久３年１０月３日京尊の刻銘があり、長江村長光寺開山和尚で天正１４年１１月１８日寂の祐仙（竜徳寺過去帳）など、天台宗寺の僧侶名も参考とすべきである。しかし、これはどこまでもあて推量にすぎない。当時の落武者が遁世したという一例を挙げてみたまでである。
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